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1 目的 

有機 JAS 申請に関する作業をオンライン化することにより、生産者である「事業者」に

おいては申請書作成負荷の軽減、有機認証を行う「認証機関」では申請資料の管理、共有な

どが簡素化されることで、有機就農者の拡大を目的とする。また、申請情報をデータ化する

ことにより有機 JAS に関する DX 化に貢献可能な情報を収集することも合わせて目的とす

る。 

 

2 概要 

2.1 システム方式・構成 

 クラウド環境を使用した、有機 JAS 申請に伴う作業をオンライン化する。 

 申請資料に関しては、従来の申請で提出している「PDF」「Excel」「Word」等の電子デ

ータを継続して利用可能な入力画面の作成を行い、データとして検索できるように管

理する。また、検索の必要性の低いデータやシステム化が複雑なものは申請情報を電子

ファイルとして添付する形での申請を可能とする。 

 システム化に伴い、事業者、認証機関で機能改善ができるように可能な限り「ノーコー

ド・ローコード」によるシステム化を推奨する。 

 JAS 認証対象は有機農産物、有機加工食品とする。また、本書は標準的なものであるた

め、各認証機関の要件に応じて画面や項目をカスタマイズすることを前提とする。 

 

以下に構築するシステムを示す。 

 認証機関機能 

1. 認証機関 

2. 事業者 

3. 帳票テンプレート 

4. 有機 JAS 申請・ワークフロー処理 

5. 帳票出力 

 事業者機能 

1. 生産行程管理・格付の担当者、ほ場図などの登録 

2. 有機 JAS 申請 

3. その他申請 
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2.2 用語定義 

当要件定義書に記載されている用語を以下に定義する。 

 クラウド環境 

クラウド事業者が提供しているサーバ環境のこと。ハード環境はクラウド事業者の

管理担務となる。 

 有機 JAS 申請 

有機 JAS 認証に必要な申請書類で認証機関に提出する資料全般を指す。 

 ノーコード・ローコード 

一般的にシステムを開発する場合は、専門のシステム担当者がプログラム言語を用

いてシステム開発を行うが、ノーコード・ローコードの場合、プログラム言語を自動生

成することでシステムを構築する。ただし、システムを自動生成するため可能な処理が

限られてしまう。 

 DX (Digital Transformation) 

情報をデジタル化することにより業務の効率化や競争力を向上させること。 

 ワークフロー処理 

事業者より申請された有機 JAS 申請の内容を認証機関内で実施する認証プロセス。 
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3 業務要件 

3.1 システム化すべき申請フロー 

従来の e-mail、FAX および郵便にて申請されている申請処理をシステム化することを業

務要件とする。 

 

 

図 1 申請フロー 
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3.1.1 システム化におけるポイント 

 事業者が入力した情報をデータとして検索すること、データから帳票を作成すること

で、業務の効率化を図る。 

 認証機関ごとのカスタマイズが容易である必要がある。 

 事業者は PC に精通していない者が多いため、簡易的に使用できる必要がある。 

 事業者が対応できず、電子以外の媒体で申請書を送付した場合、認証機関の認証部門で

の登録が行える必要がある。 

 生産行程管理ツールや経理システムなどの外部ツールとの連帯ができる。 

 

3.2 利用者一覧 

 認証機関 

◦ 事務局員（認証部門） 

◦ 調査員（現地調査部門） 

 事業者 

 

4 環境 

環境はクラウド環境を使用し、システムの開発にはノーコード・ローコードツールを用い

ることにより、認証機関で簡易的に機能を追加・改善できる環境を構築する。 

クラウド環境は 1 認証機関ごとに 1 環境を基本とするが、クラウド環境の利用コストと

認証機関の認証事業者数の兼ね合い等を考慮し、1 クラウド環境に対し、複数の認証機関が

利用する状況にも対応できるシステム構成とする。 

 

5 機能要件（有機農産物） 

5.1 画面 

画面は大きく分けて、マスタ関連、新規・継続申請、その他申請、認証機関ツールの 4 つ

に分類される。また、入力項目に関しては下記の「5.3 帳票(情報・データ)」の図に示すも

のを使用する。 

資材、農薬、種苗のマスタは認証機関でユニーク（重複不可）であり、各事業者は参照使

用が可能で 認証機関は資材、農薬、種苗から特定の利用者を検索する事が可能である。 
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5.1.1 マスタ関連 

 認証機関 

認証機関の情報、申請に必要な資料などを設定・表示する画面。 

 

 

図 2 認証機関画面 

 

 帳票テンプレート 

帳票として利用するテンプレートを設定する画面。 

 

 

図 3 帳票テンプレート画面 
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 事業者 

認証に必要な事業者情報を設定・表示する画面。認証機関の認証範囲によって小分

け、輸入事業者に対応する場合、別途、必要となる帳票の検討が必要となる。 

 

 

図 4 事業者画面 1 

 

 

図 5 事業者画面 2 

 

  



有機 JAS オンライン化に関する要件定義書 

株式会社エスペラントシステム 

7 

 

 生産行程管理・格付の担当者 

認証に必要な生産行程管理・格付の担当者を設定・表示する画面。 

 

 

図 6 生産行程管理・格付の担当者画面 

 

 ほ場マスタ 

認証に必要なほ場図を設定・表示する画面。 

 

 

図 7 ほ場マスタ画面 
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 資材マスタ 

認証に必要な使用資材を設定・表示する画面。 

 

 

図 8 資材マスタ画面 

 

 農薬マスタ 

認証に必要な使用農薬を設定・表示する画面。 

 

 

図 9 農薬マスタ画面 
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 種苗マスタ 

認証に必要な種苗を設定・表示する画面。 

 

 

図 10 種苗マスタ画面 

 

5.1.2 新規・継続申請 

 各種申請書入力ページ 

有機 JAS 申請で利用する申請書を入力するページ。 

◦ 法人組織図 

新規・継続申請で使用する法人組織図を設定・表示する画面。 

 

 

図 11 法人組織図画面 
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◦ ほ場リスト 

新規・継続申請で使用するほ場リストを設定・表示する画面。ほ場マスタが事前

に登録されている必要があり、ほ場数、合計面積等は選択されたほ場マスタから集

計する必要がある。 

下図（モック画面）では有機 JAS 申請書のページと統合している。 

 

 

図 12 ほ場リスト画面 

 

◦ 生産計画書・作業スケジュール 

新規・継続申請で使用する生産計画書を設定・表示する画面。 

 

 

図 13 生産計画書画面 
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◦ ほ場履歴 

新規・継続申請で使用するほ場履歴を設定・表示する画面。ほ場、使用機械、使

用施設、生産記録は作成した Excel ファイルや営農管理ツールから出力されたファ

イルなどを添付する。 

 

 

図 14 ほ場履歴画面 

 

◦ 使用資材リスト 

新規・継続申請で使用する使用資材リストを設定・表示する画面。資材マスタが

事前に登録されている必要がある。 

 

 

図 15 使用資材リスト画面 
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◦ 使用農薬リスト 

新規・継続申請で使用する使用農薬リストを設定・表示する画面。農薬マスタ、

ほ場マスタが事前に登録されている必要がある。 

 

 

図 16 使用農薬リスト画面 

 

◦ 使用種苗リスト 

新規・継続申請で使用する使用種苗リストを設定・表示する画面。種苗リスト、

ほ場マスタが事前に登録されている必要がある。 

 

 

図 17 使用種苗リスト画面 
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◦ 施設図面 

新規・継続申請で使用する施設図面を設定・表示する画面。 

 

 

図 18 施設図面画面 

 

 有機 JAS 申請 

申請に必要な情報を入力、添付する画面。上記の各種申請書入力ページで事前に作成

したデータを使用する。また、認証のワークフローについての管理を行い、場合によっ

ては事業者に対し、是正の依頼を行う。継続申請の場合、前年度のデータを初期入力と

し、効率化を図る。 

 

 

図 19 有機 JAS 申請項目画面 
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図 20 書類添付画面 

 

 

図 21 ワークフロー画面 

 

また、新規・継続申請（継続申請は変更がある場合）で添付対応する申請書は以下の

通りである。 

◦ 契約書 

◦ 航空防除地図 

◦ 施設周辺図 

◦ 内部規程 

◦ 格付規程 

◦ 経歴書（生産行程管理・格付の担当者画面） 

◦ 講習会修了書（生産行程管理・格付の担当者画面） 
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5.1.3 その他申請 

新規・継続申請以外に使用される申請書の入力ページ 

 格付実績報告 

格付実績の報告を行う画面。前年度の格付量との比較を行い、数値が大幅に異なる場

合は、アラートを行う機能が必要となる。 

 

 

図 22 格付実績報告画面 

 

 認証事項変更届 

認証内容の変更申請を行う画面。 

 

 

図 23 認証事項変更届画面 
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 廃止届 

廃止する認証の申請を行う画面。 

 

 

図 24 廃止届画面 

 

5.1.4 認証機関ツール 

 帳票出力 

登録されているデータから、認証で必要となる有機 JAS 認証書や是正依頼書などの

帳票を作成する画面。 

 

 

図 25 帳票出力画面 
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5.2 権限 

以下の表はページにおける対象の権限を示したものである。被参照時とは作成中、差戻し

状態を除く、有機 JAS 申請書テーブルから参照されている状態のことを示す。 

5.2.1 マスタ関連 

表 1 マスタ関連の権限 

ページ 役割 閲覧 作成 変更 削除 備考 

認証機関 

ページ 

認証 ◯ ◯ ◯ ◯  

現調 ◯    

事業者 ◯    

帳票テンプ

レート 

認証 ◯ ◯ ◯ ◯  

現調 ◯    

事業者     

事業者 

ページ 

認証 ◯ ◯ ◯ ◯ 1.自身の情報のみ閲覧可能 

 現調 ◯    

事業者 ※1 ◯ ◯  

生産行程管

理・格付の

担当者 

認証 ◯ ◯ ◯ ◯ 1.自身の情報のみ閲覧可能 

2.被参照時は変更不可 現調 ◯    

事業者 ※1 ◯ ※2  

ほ場 

マスタ 

認証 ◯ ◯ ◯ ◯ 1.自身の情報のみ閲覧可能 

2.被参照時は変更不可 現調 ◯    

事業者 ※1 ◯ ※2  

資材 

マスタ 

認証 ◯ ◯ ◯ ◯  

現調 ◯    

事業者 ◯    

農薬 

マスタ 

認証 ◯ ◯ ◯ ◯  

現調 ◯    

事業者 ◯    

種苗 

マスタ 

認証 ◯ ◯ ◯ ◯ 1.自身の情報のみ閲覧可能 

2.被参照時は変更不可 現調 ◯    

事業者 ※1 ◯ ※2  
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5.2.2 新規・継続申請 

 各種申請書入力ページ 

表 2 各種申請書入力ページの権限 

役割 閲覧 作成 変更 削除 備考 

認証 ◯ ◯ ◯ ◯ 1.自身の情報のみ閲覧可能 

2.被参照時は変更不可 現調 ◯    

事業者 ※1 ◯ ※2  

 

 有機 JAS 申請 

表 3 有機 JAS 申請の権限 

申請段階 役割 閲覧 作成 変更 削除 備考 

作成中 認証  ◯    

現調     

事業者  ◯   

申請中 認証 ◯  ◯ ※1 1.管理者権限のみ 

2.事業者は取下可能 現調 ◯    

事業者 ◯   ※2 

審査中 認証 ◯  ◯ ※1 1.管理者権限のみ 

現調 ◯    

事業者 ◯    

現調中 認証 ◯  ※1 ※2 1.ワークフロー以外変更可能 

2.管理者権限のみ 

3.ワークフローのみ変更可能 

現調 ◯  ※3  

事業者 ◯    

有機 JAS

認証 

認証 ◯  ◯ ※1 1.管理者権限のみ 

現調 ◯    

事業者 ◯    

完了 認証 ◯  ◯ ※1 1.管理者権限のみ 

現調 ◯    

事業者 ◯    

差戻し 

(申請、 

審査、現

調) 

認証 ◯  ◯ ※1 1.管理者権限のみ 

現調 ◯    

事業者 ◯  ◯  
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5.2.3 その他申請 

 その他申請書入力ページ 

表 4 その他申請書入力ページの権限 

役割 閲覧 作成 変更 削除 備考 

認証 ◯ ◯ ◯ ◯ 1.自身の情報のみ閲覧可能 

現調 ◯    

事業者 ※1 ◯ ◯  

 

5.2.4 認証機関ツール 

 帳票出力 

表 5 帳票出力の権限 

役割 閲覧 作成 変更 削除 備考 

認証 ◯ ◯ ◯ ◯  

現調     

事業者     

 

5.3 帳票 

 認証機関が受領する書類（例） 

◦ 新規・継続申請書 

◦ 誓約書 

◦ 生産行程管理担当者・格付担当者 

◦ 法人組織図 

◦ ほ場リスト 

◦ ほ場図 

◦ 施設周辺図 

◦ 航空防除地図 

◦ 施設図面 

◦ 生産計画書 

◦ 使用資材リスト 

◦ 使用農薬リスト 

◦ 使用種苗リスト 

◦ ほ場履歴 

◦ 内部規程 
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◦ 格付規程 

◦ 経歴書 

◦ 是正報告書 

◦ 格付実績報告 

◦ ほ場面積報告 

◦ 認証事項変更届 

◦ 廃止届 

 

 認証機関が送付する書類（例） 

送付する帳票は帳票出力機能を使用し、PDF や Excel に出力したものを使用するこ

とを想定する。 

◦ 実施調査計画書 

◦ 是正要求書 

◦ 判定通知 

◦ 有機 JAS 認証書 

◦ 年次調査確認書 

◦ 格付実績報告 

◦ ほ場面積報告 

◦ 農家戸数報告 

◦ 認証報告 

◦ 変更報告書 

◦ 廃止報告書 

◦ 請求書 

◦ 講習会修了書 

 

 認証機関の内部書類（例） 

◦ 実地調査立ち会い確認書 

◦ 現地調査報告書 

◦ 判定会議録 

 

5.4 情報・データ 

申請書で使用されるデータ項目は以下の通りである。この項目は認証機関で公開されて

いる申請書（約 20 機関）から取得したものであり、共通度が 30％前後のものを取り上げて

いる。また、2 つの申請書内容が 1 つの申請書にまとまっていた場合、可能な限り上記の帳

票に沿って分割して集計を行った。 
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前提 

 生産記録、使用機器、使用施設、格付記録に関しては作成した Excel ファイルや営農管

理ツール等から出力したファイルをほ場履歴に添付する形とする。 

 内部規程、格付規程は機関により形式が異なるため、ファイルによる添付とする。 

 標準的な項目であるため、必要に応じて各認証機関で項目のカスタマイズを行う。 

 

 

図 26 データベース図 （添付資料 1 参照） 

 

青色は提出データ、黄色はマスタ、赤色は添付ファイル、緑色は自動集計を示す。 
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5.5 検索要件 

農薬マスタ、資材マスタについて、認証機関側で使用が想定されるものを事前に登録する。

登録外の農薬、資材を使用する場合はその都度事業者が申請を行い、認証機関が登録するこ

とで、ユニーク（重複不可）なレコードが保たれるようにテーブルを管理する。 

 

5.6 外部インタフェース 

 住所検索 

認証機関、事業者などの登録時に入力を簡略化させるために、郵便番号から住所の補

完を行う。 

 ファイル生成 

申請時に生成する帳票などを PDF、Excel として生成する。 

 CSV 取り込み 

構築した環境に対して CSV ファイルからデータを登録する。 

 

5.7 データフロー 

有機 JAS 申請オンライン化におけるデータフロー図を以下に示す。 

 

 
図 27 データフロー図 
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6 機能要件（有機加工食品） 

6.1 画面 

画面は大きく分けて、マスタ関連、新規・継続申請、その他申請、認証機関ツールの 4 つ

に分類される。また、入力項目に関しては下記の「6.3 帳票(情報・データ)」の図に示すも

のを使用する。 

資材マスタは認証機関でユニーク（重複不可）であり、各事業者は参照使用が可能で 認

証機関は資材から特定の利用者を検索する事が可能である。 

 

6.1.1 マスタ関連 

 認証機関 

認証機関の情報、申請に必要な資料などを設定・表示する画面。 

 

 

図 28 認証機関画面 
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 帳票テンプレート 

帳票として利用するテンプレートを設定する画面。 

 

 

図 29 帳票テンプレート画面 

 

 事業者 

認証に必要な事業者情報を設定・表示する画面。認証機関の認証範囲によって小分

け、輸入事業者に対応する場合、別途、必要となる帳票の検討が必要となる。 

 

 

図 30 事業者画面 1 
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図 31 事業者画面 2 

 

 生産行程管理・格付の担当者 

認証に必要な生産行程管理・格付の担当者を設定・表示する画面。 

 

 

図 32 生産行程管理・格付の担当者画面 
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 施設マスタ 

認証に必要な施設図を設定・表示する画面。 

 

 

図 33 施設マスタ画面 

 

 資材マスタ 

認証に必要な洗浄剤や包装材などの資材を設定・表示する画面。 

 

 

図 34 資材マスタ画面 
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 原材料 

製品の配合に必要な原材料を設定・表示する画面。 

 

 

図 35 原材料画面 

 

 原材料配合割合表 

認証に必要な製品の原材料の配合割合を設定・表示する画面。原材料が事前に登録さ

れている必要がある。 

 

 

図 36 原材料配合割合表画面 
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6.1.2 新規・継続申請 

 各種申請書入力ページ 

有機 JAS 申請で利用する申請書を入力するページ。 

◦ 法人組織図 

新規・継続申請で使用する法人組織図を設定・表示する画面。 

 

 

図 37 法人組織図画面 

 

◦ 施設リスト 

新規・継続申請で使用する施設リストを設定・表示する画面。施設マスタが事前

に登録されている必要があり、施設数は選択された施設マスタから集計する必要

がある。下図（モック画面）では有機 JAS 申請書のページと統合している。 

 

図 38 施設リスト画面 
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◦ 製品一覧・年間計画 

新規・継続申請で使用する製品とその年間計画を設定・表示する画面。原材料配

合割合表が事前に登録されている必要がある。 

 

 

図 39 製品一覧・年間計画画面 

 

◦ 生産行程管理記録 

新規・継続申請で使用する生産行程管理記録を設定・表示する画面。施設マスタ、

原材料配合割合表が事前に登録されている必要があり、使用機械、生産記録は作成

した Excel ファイルや営農管理ツールから出力されたファイルなどを添付する。 

 

 

図 40 生産行程管理記録画面 
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◦ 使用資材リスト 

新規・継続申請で使用する資材リストを設定・表示する画面。資材マスタが事前

に登録されている必要がある。 

 

 

図 41 使用資材リスト画面 

 

 有機 JAS 申請 

申請に必要な情報を入力、添付する画面。上記の各種申請書入力ページで事前に作成

したデータを使用する。また、認証のワークフローについての管理を行い、場合によっ

ては事業者に対し、是正の依頼を行う。継続申請の場合、前年度のデータを初期入力と

し、効率化を図る。 

 

 

図 42 有機 JAS 申請項目画面 
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図 43 書類添付画面 

 

 

図 44 ワークフロー画面 

 

新規・継続申請（継続申請は変更がある場合）で添付対応する申請書は以下の通りで

ある。 

◦ 契約書 

◦ 出荷までのフロチャート 

◦ 施設周辺図 

◦ 内部規程 

◦ 格付規程 

◦ 経歴書（生産行程管理・格付の担当者画面） 

◦ 講習会修了書（生産行程管理・格付の担当者画面） 
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6.1.3 その他申請 

新規・継続申請以外に使用される申請書の入力ページ 

 格付実績報告 

格付実績の報告を行う画面。前年度の格付量との比較を行い、数値が大幅に異なる場

合はアラートを行う機能が必要となる。 

 

 

図 45 格付実績報告画面 

 

 認証事項変更届 

認証内容の変更申請を行う画面。 

 

 

図 46 認証事項変更届画面 
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 廃止届 

廃止する認証の申請を行う画面。 

 

 

図 47 廃止届画面 

 

6.1.4 認証機関ツール 

 帳票出力 

登録されているデータから、認証で必要となる有機 JAS 認証書や是正依頼書などの

帳票を作成する画面。 

 

 

図 48 帳票出力画面 
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6.2 権限 

以下の表はページにおける対象の権限を示したものである。被参照時とは作成中、差戻し

を除く、有機 JAS 申請書テーブルから参照されている状態のことを示す。 

6.2.1 マスタ関連 

表 6 マスタ関連の権限 

ページ 役割 閲覧 作成 変更 削除 備考 

認証機関 

ページ 

認証 ◯ ◯ ◯ ◯  

現調 ◯    

事業者 ◯    

帳票テンプ

レート 

認証 ◯ ◯ ◯ ◯  

現調 ◯    

事業者     

事業者 

ページ 

認証 ◯ ◯ ◯ ◯ 1.自身の情報のみ閲覧可能 

 現調 ◯    

事業者 ※1 ◯ ◯  

生産行程管

理・格付の

担当者 

認証 ◯ ◯ ◯ ◯ 1.自身の情報のみ閲覧可能 

2.被参照時は変更不可 現調 ◯    

事業者 ※1 ◯ ※2  

施設 

マスタ 

認証 ◯ ◯ ◯ ◯ 1.自身の情報のみ閲覧可能 

2.被参照時は変更不可 現調 ◯    

事業者 ※1 ◯ ※2  

資材 

マスタ 

認証 ◯ ◯ ◯ ◯  

現調 ◯    

事業者 ◯    

原材料 認証 ◯ ◯ ◯ ◯ 1.自身の情報のみ閲覧可能 

2.被参照時は変更不可 現調 ◯    

事業者 ※1 ◯ ※2  

原材料配合

割合表 

認証 ◯ ◯ ◯ ◯ 1.自身の情報のみ閲覧可能 

2.被参照時は変更不可 現調 ◯    

事業者 ※1 ◯ ※2  
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6.2.2 新規・継続申請 

 各種申請書入力ページ 

表 7 各種申請書入力ページの権限 

役割 閲覧 作成 変更 削除 備考 

認証 ◯ ◯ ◯ ◯ 1.自身の情報のみ閲覧可能 

2.被参照時は変更不可 現調 ◯    

事業者 ※1 ◯ ※2  

 

 有機 JAS 申請 

表 8 有機 JAS 申請の権限 

申請段階 役割 閲覧 作成 変更 削除 備考 

作成中 認証  ◯    

現調     

事業者  ◯   

申請中 認証 ◯  ◯ ※1 1.管理者権限のみ 

2.事業者は取下可能 現調 ◯    

事業者 ◯   ※2 

審査中 認証 ◯  ◯ ※1 1.管理者権限のみ 

現調 ◯    

事業者 ◯    

現調中 認証 ◯  ※1 ※2 1.ワークフロー以外変更可能 

2.管理者権限のみ 

3.ワークフローのみ変更可能 

現調 ◯  ※3  

事業者 ◯    

有機 JAS

認証 

認証 ◯  ◯ ※1 1.管理者権限のみ 

現調 ◯    

事業者 ◯    

完了 認証 ◯  ◯ ※1 1.管理者権限のみ 

現調 ◯    

事業者 ◯    

差戻し 

(申請、 

審査、現

調) 

認証 ◯  ◯ ※1 1.管理者権限のみ 

現調 ◯    

事業者 ◯  ◯  
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6.2.3 その他申請 

 その他申請書入力ページ 

表 9 その他申請書入力ページの権限 

役割 閲覧 作成 変更 削除 備考 

認証 ◯ ◯ ◯ ◯ 1.自身の情報のみ閲覧可能 

現調 ◯    

事業者 ※1 ◯ ◯  

 

6.2.4 認証機関ツール 

 帳票出力 

表 10 帳票出力の権限 

役割 閲覧 作成 変更 削除 備考 

認証 ◯ ◯ ◯ ◯  

現調     

事業者     

 

6.3 帳票 

 認証機関が受領する書類（例） 

◦ 新規・継続申請書 

◦ 誓約書 

◦ 生産行程管理担当者・格付担当者 

◦ 法人組織図 

◦ 施設リスト 

◦ 施設周辺図 

◦ 原材料配合割合表 

◦ 原材料受入から製造、加工、格付、出荷までのフロチャート 

◦ 製造、加工、包装等に使用する機械リスト 

◦ 使用資材リスト 

◦ 生産行程管理記録 

◦ 内部規程 

◦ 格付規程 

◦ 経歴書 

◦ 是正報告書 
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◦ 格付実績報告 

◦ 施設面積報告 

◦ 認証事項変更届 

◦ 廃止届 

 

 認証機関が送付する書類（例） 

送付する帳票は帳票出力機能を使用し、PDF や Excel に出力したものを使用するこ

とを想定する。 

◦ 実施調査計画書 

◦ 是正要求書 

◦ 判定通知 

◦ 有機 JAS 認証書 

◦ 年次調査確認書 

◦ 格付実績報告 

◦ 施設数報告 

◦ 認証報告 

◦ 変更報告書 

◦ 廃止報告書 

◦ 請求書 

◦ 講習会修了書 

 

 認証機関の内部書類（例） 

◦ 実地調査立ち会い確認書 

◦ 現地調査報告書 

◦ 判定会議録 

 

6.4 情報・データ 

申請書で使用されるデータ項目は以下の通りである。この項目は認証機関で公開されて

いる申請書（約 20 機関）から取得したものであり、共通度が 30％前後のものを取り上げて

いる。また、2 つの申請書内容が 1 つの申請書にまとまっていた場合、可能な限り上記の帳

票に沿って分割して集計を行った。 
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前提 

 使用機器、格付記録、年間計画に関しては作成した Excel ファイルやツール等から出力

したファイルを生産行程管理記録に添付する形とする。 

 内部規程、格付規程は機関により形式が異なるため、ファイルによる添付とする。 

 標準的な項目であるため、必要に応じて各認証機関で項目のカスタマイズを行う。 

 

 

図 49 データベース図（添付資料 2 参照） 

 

青色は提出データ、黄色はマスタ、赤色は添付ファイル、緑色は自動集計を示す。 
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6.5 検索要件 

農薬マスタ、資材マスタについて、認証機関側で使用が想定されるものを事前に登録する。

登録外の農薬、資材を使用する場合はその都度事業者が申請を行い、認証機関が登録するこ

とで、ユニーク（重複不可）なレコードが保たれるようにテーブルを管理する。 

 

6.6 外部インタフェース 

 住所検索 

認証機関、事業者等の登録時に入力を簡略化させるために、郵便番号から住所の補完

を行う。 

 ファイル生成 

申請時に生成する帳票などを PDF、Excel として生成する。 

 CSV 取り込み 

構築した環境に対して CSV ファイルからデータを登録する。 

 

6.7 データフロー 

有機 JAS 申請オンライン化におけるデータフロー図を以下に示す。 

 

 
図 50 データフロー図 
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7 非機能要件 

7.1 互換性 

ブラウザを使用したWebシステムを前提とするため、レスポンシブルによりWindowsPC、

MacPC およびスマートフォン・タブレットを有効とする。 

 

 有効なブラウザ 

◦ Google Chrome 

◦ Windows Edge 

◦ Mozilla Firefox 

◦ Apple Safari 

 

   

図 51 レスポンシブル UI（例） 

 

画像についてはスマートフォンのカメラから取得したものを資料として利用できること

が望ましい。また、スマートフォン上での Word、Excel 資料の「作成・編集」は可能では

あるが、操作性が低いため、非推奨とする。 
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図 52 スマートフォンのカメラ利用 

 

7.2 利用環境 

使用するクラウド環境は、認証機関単位に構成するものとする。ただし、認証機関が管理

する事業者数が 100 名に満たない場合、その様な認証機関を束ねて１つのクラウド環境と

して使用することを前提とする。 

 

8 LINE アプリの利用について 

 事業者の中には PC・スマートフォンの利用に不慣れであっても、LINE アプリからの利

用であれば操作を行えるといったケースがある。そのため、本章では LINE API を用いた申

請についての流れやメリット・デメリットを示す。 

8.1 申請で利用可能な LINE API 

 LINE Messaging API 

 サービスと LINE ユーザの双方向コミュニケーションを可能にする機能。チャット

形式であるため、操作が理解しやすい。 

 LINE Front-end Framework：LIFF（以降 LIFF とする） 

LINE ヤフー株式会社が提供するウェブアプリのプラットフォーム。LINE の認証を

利用することで、ログインを省略したWebフォーム形式のページの作成が可能となる。 
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 LINE ミニアプリ 

 スマートフォン版 LINE のみで動作し、LIFF アプリのうち LINE 社の審査を通過し

リリースされたもの。 

 LINE Notify 

 公式アカウント「LINE Notify」から通知を受信できるサービス。 

 

8.2 LINE API を用いるメリット・デメリット 

 メリット 

◦ 事業者の利用するクラウドアカウント費用を抑えることができる。 

 LIFF で作成したページ（フォーム）からクラウドサービスの API を用いてデー

タを登録することで、事業者のかかるアカウント費用を削減することができる。 

 デメリット 

◦ 申請に対応するページを用意しなければならない。 

 場合によってはノーコード・ローコードの範疇を超える。 

◦ LINE API 用のサーバが別途必要になる。 

8.3 利用フロー 

以下の図は事業者から認証機関への申請及び審査結果の通知を示したものである。

Messaging API、LIFF、LINE Notify を用い、LINE 用サーバとクラウド DB の通信はクラ

ウド DB の API を用いるものとする。 

 

 

図 53 事業者から認証機関に向けた申請 
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図 54 認証機関から事業者に向けた通知 




